

























Cold Intimacies: The Making 0/ Emotional Capitalism 











































われてきたものであったが 近年、感情と社会学を結び付ける試みが行われている。その背景 置かれているのは、行為という概念であ 。私たちの行為は必ずし 自覚的で理性的であるとはいえず、感情によって動かされる場合や特定の感情を求めて行為す 場合も多 近代科学は感情を客観的に観察不可能かつ論理 に再構成不可能な のとして取り残してきた。感情社会学 それ 対象化し、他の社会制度や社会的経験過程との関連において分析しようとする。る・ものであり、行為に付与 たエネルギーである。イロウズ 「感情」
99 一書評
の捉え方は、感情が初期の社会や文化と切り離されず、自己や自己に対
して文化的に同時期に位置している他者と常に関係しているという事実に着目するものである。感情は、深い内省的な'ものであるために、行為の側面に必ずし 反映されるとは限らな 。むしろ、幾重にも含まれているため我々が気づかないのである。それゆえに、感情を理解するたには、自己の内から生じる社会的行為を理解することが必要であると同時に、解釈学的な社会学を展開することが要求さ 。なぜなら 感情的な行為 よるム
1
ドの出現、たとえば、相互行為を通じて現れる怒り
や悲しみといった感情 出現する状況に注意を払わなければ適切 社会を解釈したこ はならないからである。また、序論において、イロウズは、社会学の古典的研究を取り上げな













































































































類別している。第一次感情とは、人が相互作用を営む場合にアプリオリに持ち込まれる社会形式として、そして社会関係に大きくかかわるもとして感情を捉え ことであり、他方で 第二次感情とは、特定の社会条件が特定の感情を心的な結果 して生起させることである。方向性としては、感情 よる現実構成、
つまり、感情が社会を作り上げるという
視点である。そのため、感情的な現実構成の具体的なあり方 たとえば、それを促すような文化的装置の記述や解明か」必要としている。イロウズは本書の中で、先にあげた三つの代表的な立場とも違った視







































この調査の結果、職場内の中で、感情や個性は 立場を支えるもであり、女性 寛容な で 利益が上ったことや、他方で そうではない職場では、労働者の家族関係で親と子の 緒的組帯が失われが商品化され売買されることを指摘している。乙の結果からイロウズは、職場内における監視や抑制の新しい方法を




























ば、どのような物語になるかは平等な主体どうしの主観の持ち方の問題であり 「正しい」物語も「間違った」物語もなく、ましてや どのような主観にも依拠しない「客観的な」立場から見 解釈や物語も存在しないと指摘している。つまり、理想の自分を実現しようとする際、過去を内省し、新しい未来を構築するために行動の変化を促 、表現 過程 、過去にあった問題を振 返り、現在自分が抱え 問題を位置づけ よう促す。イロウズは、かつてのセラピーのあり方は、治療者からの一方的なア













































































照明や休憩時間などの物理的労働条件が工場生産性に及ぼす影響を検討しょうとして計画された実験。この実験 結果、労働者 作業能率は、客観的な職場環境よりも職場における個人 人間関係が重要であ した。
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